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呼吸器感染症に対す るS-1108の 臨床的検討

山口悦郎 ・川上義和

北海道大学医学部第一内科*

新 し く開 発 された エ ステル型 経 ロセ ブ よム系抗生 物質 であ るS-1108の 呼吸 器感 染症 に対 す

る有用性を検 討す る 目的 で,臨 床的検 討 を行 った。

対象は呼吸 器感染 症5例 で,疾 患 は急性気 管支 炎4例 と急性 細菌性 肺炎1例 で あ る。

本剤 の投与 方法 は1回100mg～200mgを1日3回 毎 食後 に経 口投 与 した。 投 与量 は300

mg/日 が3例,450mg/日 が1例 お よび600mg/日 が1例 で,投 与期 間 は3～14日 であ った。

臨床成績 は5例 中有効2例,や や有 効2例,無 効1例 で有効率2/5で あ った。

副作用お よび臨床 検査 値異常 は1例 も見 られ なか った。
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S-1108は 塩野義 製薬研 究所 で 開発 され た新 しいエ

ステル型経口セフ ェム系抗 生物 質で,抗 菌活 性を有 す

るS-1006の4位 のカ ルボ キ シル基 に ビバ ロイル オキ

シメチル基をエステル結合 させ る ことによ り,消 化 管

からの吸収を高めたプ ロ ドラ ッグで ある。本剤 は内服

後腸管か ら吸収 され,腸 管 壁の エス テラーゼ によ りエ

ステル結合が加水分 解 され,活 性体S-1006と な り体

内に分布する。S-1006は グ ラ ム陽性 菌お よ び グ ラム

陰性菌に対 して広範 囲 な抗菌 スペ ク トルを有 し,各 種

細菌産生のβ-lactamaseに 対 して安定 であ る1)。

またS-1108は 食 後投与 に よ り用 量依 存性 の あ る良

好な吸収を示 し,血 中半減期 は約1時 間で,投 与後24

時間の尿中排泄率 は約40%で あ る1)。

今回,本 剤 を用 いて呼吸 器感染症 に対 す る臨床 的検

討を行ったので報告す る。

症例は1990年7月 ～1991年4月 の10ヵ 月間 に当病

院外来を受診 し,治 験 参加 の同意が 得 られ た呼吸 器感

染症5例 で,疾 患 は急性 気管支 炎4例 と急性 細菌 性肺

炎1例 であ った。性別 は男性1例,女 性4例,年 齢 は

34歳～69歳 体重 は43kg～63kgで あ り,基 礎疾 患

および合併症は4例 に認 め られ,混 合 性結合 織病,サ

ルコイ ドー シス,結 節 性 動脈 周 囲 炎,中 葉 症 候 群 で

あった。感染症 の重症度 は軽症 ～中等症 で あ った。

本剤の投与方法 は1回100mgま たは150mgま た

は200mgを1日3回 毎 食後 に経 口投与 した。 投与量

は300mg/日 が3例 ,450mg/日 が1例 お よ び600

mg/日 が1例 で,投 与 期間 は3～14日 で あ った。

投与前後の 自他覚症 状を観 察す る と共 に喀疲 を採取

し細 菌学的 検討 を行 った。 効果判 定 は投 与前後 の 自他

覚症 状 およ び細 菌 学 的成 績 か ら著 効,有 効,や や有

効,無 効の4段 階 で判定 した。 また,投 与前後 に血液

検査,肝 機能 検査,腎 機能 検査 などを行 い,安 全 性 を

検討 した。

成 績 の概 要 はTable 1に 示 す が,臨 床効 果 は急性

気管支 炎4例 では有 効1例,や や有 効2例,無 効1例

で,急 性 細菌性 肺炎1例 は有 効で あ った。 全体 で は有

効2例,や や有 効2例,無 効1例 で有効率2/5で あ っ

た。細菌 学的検 討で は急性気 管支 炎の1例(No.4)か

ら Escherichia coli が検出され,起 炎菌と考えられ

た。 しか し他 の症例 では常在 菌 しか認め られず,細 菌

学 的効果 は全例 不明 であ った。 自覚 的副作 用 は全 例 に

見 られず,投 与 前後 に実 施 した臨床 検査 成績 をTable

2に 示す が,臨 床 検査 値異常 も全例 見 られなか った。

S-1108は 経 口投 与後 腸管 壁 の非特 異 的エ ス テ ラー

ゼ によ り加水 分解 され活性 体 のS-1006と な り,体 内

に分 布す る。血 中濃度 およ び肺 組織 移行性 は良好 で あ

る1)。 また,S-1006の 抗 菌 力 は グラ ム陽 性 菌,グ ラ

ム陰 性菌 に対 し広 範囲 な抗菌 スペ ク トルを有 し,特 に

Staphylococcus aureus, Staphylococcus epidermidis

に対する抗菌力は従来のセフェム剤に比 し優れてい

る と い わ れ て い る 。 しか し,methicillin-resistant

Staphylococcus aureus (MRSA), Enterococcus

属, Pseudomonas aeruginosa に対する抗菌力は

弱 い1)。

今回検討した呼吸器感染症5例 の有効率は2/5と 低

値を示した。優れた薬剤にもかかわらず有効率が低い
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のは,対 象患者が急牲気管 だ炎といえども鑓礎疾患を

それぞれ持っており,ス テロイド治療中の患者が2例

(No.1.4)含 まれていたことがまず第一にあげ

られる。また急煙気管支炎例が多く,病 態の主体が

ウ でルス感染症であった可能性も残される.さ らに起

炎菌が多くの痙例で不明であったことも群しい背景の

解析を困難にしている。一方,副 作用および臨床衡謹

値異常は1例 も見られなかった。

以上より.本 荊は呼吸器感染症の治療に有用な薬剤

のひとっになる可能{生が示唆されたが,更 に症例を重

ねて検討する必要があろう。

Table 1. Clinical summary of 5 patients treated with S-1108

Table 2. Laboratory findings before and after S-1108 treatment
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Clinical study on S-1108 in the treatment

of respiratory tract infections
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To evaluate the usefulness of the novel and oral esterified cephem antibiotic S-1108 in
respiratory infections, we conducted a clinical trial. The study subjects included 5 patients
with respiratory tract infection (1 male and 4 females ; age, 34 to 69 yr). S-1108 was

administered orally in doses of 100 to 200 mg t.  i. d. for 3 to 14 days. Clinical effects
were good in 2 cases, fair in 2, and poor in 1. The overall efficacy rate was 2/5. No side
effects or abnormal laboratory data were observed.


